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私 のスケ ッチ ・ブック(26)

勤勉な家事の系譜
マンゲルからアイロンへ

国立民族博物館 助教授

森　　明子

■マンゲルとは?

　マ ンゲ ルとい う名 におぼえのあ る方

は、あ まりない と思 う。 ドイツ語の辞書

には、「(洗濯物などの)艶 出 しローラー」

(三省堂 『クラウン独和辞典』)と ある。

実際の ところは、 アイロンが普及する前

に、後のアイロンの機能を担っていた器

械である。

　この実物を、博物館で私 は何度か目に

し、 また ドイツ語の説明文 も読んだのだ

が、 どうしてもその使用風景を想像で き

ないでいた。最近、マンゲルをじっ くり

観察する機会 を得て、 ようや く納得する

に至ったので、ここではマンゲルについ

て記そうと思 う。

　さて、マンゲルが どうにも理解 しにく

いのはなぜか とい うと、それが アイロン

と似てもにつかぬ大仰 な物体であるか ら

だ。それが、あの小さなアイロンと結び

つかないのである。

■アイロンかけは楽しいか?

　 アイロンとは、片手にお さまる小型の

器械で、洗濯後の繊維 のしわをのばす。

しわを伸 ばす理由は、衣服 を身に着 けた

ときにきれいにみえるか らだ　　。幼少

時から身につけた私のアイロンについて

の理解は、このようなものである。

　 アイロンのかかった衣類 を身につける

のは気持 ちがいい。だが、アイロンかけ

は私にとって、あまり楽 しい仕事ではな

い。理由は、手間がかかるか らというよ

りも、アイロンかけという営みに、お も

しろみを見出せないか らである。

　 アイロンかけで、アイロンの先端や底

辺の角を駆使 して、衣類の細部の しわを

のばすのは、それな りに面白い。だが、

それを畳むところから、つまらな くなる。

新たな しわをつ くることになるし、畳 ん

で しまっているあいだに、パ リッとした

感触が失われてい くの もつまらない。私

にとっては、 アイロ ンをかけた衣類 を、

その熱がこもっているうちに身に着ける

のが、理想の状況 といえる。

　だが、 ドイツやオース トリアの人々が

アイロンをかける目的は、 どうも私のと

は異 なる ようだ とい うことに気 がつい

た。すべての人がそうだというわけでは

ないが、アイロンかけをよくす る人は、
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すべての衣類にきちんとアイロンがかか

っている状態 を、あるべ き姿だと考 えて

いるようだ。

　見落とせ ないのは、着ているものにア

イロンがかかっていることより、 タンス

の中の衣類が、折 り目正 しく、角を合わ

せて垂直に積 まれている状態を重視 して

いることである。その ような衣類の保存

状態を維持するために、アイロンかけは、

必須の工程 なのである。

■洗濯物の美的価値

　人が 「重要」 と思 うものの尺度 には、

まった く異 なるふたつの種類があると思

う。ひとつ は、現状 を維持するうえで必

要不可欠 とい う意味で、重要なものであ
　 　 　 　 へ

る。美的価値は問われない。排泄行為や

衛生 とい う考え方は、この種 の重要 さを

示す好例だろう。

　 もうひとつの重要 さの尺度は、美的価

値である。 この価値のために、人は多 く

の代償(労 力)を 支払 う。かけた代償や

労力が大 きいほど、いっそ う価値 は高ま

るし、逆に、あまりに手軽に入手できる

ものの価値 は低い。

　では、アイロンかけは、 このどちらの

尺度でとらえられているだろうか。

　私は、アイロンかけを、前者の尺度で

とらえていた。 アイロンがかけてあるか

どうかよりも、着用する衣類が どのよう

な状態 であるか とい うことが問題 であ

る。この視点から見 ると、アイロンかけ

は、これがな くてはたちゆかぬ というほ

どの ものではな く、 したがって、重要度

はかな り落ちる。

　だが、ドイツやオース トリアの主婦 は、

後者の尺度でアイロンかけをとらえてい

る らしいことが、私に見えてきた。彼女

たちに とって、美 しくアイロンのかかっ

た衣類が積み上げてあることは、 より多

くの手間がかかっていることを示 してお

り、それを使用するのとは別の意味があ

る。

　家のなかをこの ように整 えてお くこと

は、勤勉な主婦の美徳のひとつである。

当然のことなが ら、その美徳は、アイロ

ンが普及するずっと以前からあった。そ

して、アイロン以前 の時代のその仕事を

担 ったのが、マンゲルかけとい う大仰 な、

それゆえ手間もいっそうかかる工程だっ

たのである。

■マンゲルの使い方

　 さて、マンゲルには大型の もの と小型

のものがある。大型の ものだ と、6畳 く

らいの広 さの部屋がほとんどいっぱいに

なって しまう。重量 となると想像 もつか

ない。

　大型の ものを、 どの ように使 うか、か

ん たん に述べ よ う。 この 器械 は別名
　 ヴェ ンシェロレ

Wascherolle(洗 濯 ロ ー ル)と も い う 。

そ の 名 の 示 す とお り、 洗 濯 物 を ロ ー ル状
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロレ

に して使 用す る。木 製 のロー ルRolle

(パ ン生地つ くりに使 うめん棒の大型 の

もの と考 えれ ばい い)と ロー ル用布
ロル トゥ　 フ

Rolltuchを 使 用す る。

　 まず、台の上で、洗って乾いた洗濯物

をロール用布の上に平 らに並べ る。 これ

をロール用布 とも木製 ロールに巻 きつけ

てい く。ロール用布 は、洗濯物 を守 るも

ので、丈夫な麻製で清潔に保 たれている

(写真1参 照)。
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写真1　 最初に洗濯物をロール用布

　　　 の上に並べて、ロールに巻

　　　 きつけていく

　 ロール を芯 に して巻 き上が った もの

を、マンゲルの箱状 の可動部分の下 に入

れた後、ハ ン ドルを回して可動部分 を移

動 させてい く。これによって下にあるロ

ールは、上か ら大 きな力を受けなが ら回

転 してい く(写 真2、3参 照)。

　可動部分 は常 にふたつのロールの上で

移動するしくみである。一方の端まで移

動すると、それまで重力を受けていたふ

たつ のロールの うちの ひとつが姿 を現

す。反対の端に移動すると、もうひとつ

のロールが姿を現す。

　数回往復 したのちに、ロールの一方を

取 って、台の上で広げ、仕上がった洗濯

物 を取 り出す。そのロールに、別の洗濯

物 を同じように巻 きつけ、可動部分の下

に入れる。

　ふたつのロールを交互に取 り出 し、そ

こに巻 きつける洗濯物を次々にとりかえ

てい くこ とによって、作業は進行する。
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写 真2　 ロールを可動部分の下に

　　　 入れる

ひ とつのロールに大 きい ものな ら1点 、

小 さなものならロール布の長 さに応 じて

数点を巻 きつけることがで きる。

　仕上がった洗濯物 は、 ひとつひとつ畳

んで、洗濯籠に収めてい く。すべての洗

濯物が、籠のなかに収められた とき、マ

ンゲルかけが終了す る。

■東ベル リン1950年 代

　最後 に、このようなマ ンゲルが、洗濯

とい う工程の中に、 どのように位置づけ

られていたのか、見ていきたい。 ここで

は、1950年 代 から60年 代 にかけての東ベ

ルリンの例 をとりあげる。

　当時の都市の集合住宅で、洗濯 は共用

の洗濯室でおこなわれていた。建物は1

階か ら4階 までが住宅で、5階 に共用の

洗濯室があった。洗濯室をいつ使 うかは、

住人同士であ らか じめ予約 して決めてお

いた。



写真3　 ハンドルを回して可動部分

　　　 を移動させ、下にあるロー

　　　 ルを回転させる

　洗濯前夜か ら、汚れ物 を水 につけてお

いて、翌朝、まず洗濯鍋 を沸か した。燃

料は石炭や木材で、各自が中庭か ら5階

まで運んだ。洗濯物 を洗濯鍋 で煮た後、

洗濯板でこすった。それか ら、濯 ぎ、脱

水へ と進む。脱水 は、ローラーにかける

か、手で絞 った。洗濯物を干す場所は、

集合住宅の屋根裏で、ここも共用である。

屋根裏の干 し場 に洗濯物 をかけるところ

までが、一 日の仕事である。このあ と洗

濯物が乾 くまで、冬な ら数 日以上かかっ

た。

　乾いた洗濯物 を、最後 にマンゲルにか

ける。マ ンゲルは ドラッグ ・ス トアにあ

って、これ もあ らか じめ予約 しておいた。

予約 した 日に洗濯物 を持参 し、使用料金

を払って、 自分でマ ンゲルを操作 した。

マ ンゲルをかけて きれいに畳 んだ衣類を

自宅に持 ち帰 り、それをタンスに しまう

ところで、洗濯 は完了 した。

　 1回 の洗濯に、約1週 間を要 した。洗

濯 は、月に1回 する程度で、現在の よう

に頻繁 に洗 濯する ことはで きなか った

し、現在のように衣類を頻繁 に替えてい

たわけで もなかった。

■洗濯という大仕事

　洗濯物のしわをのばすために、上に述

べたような巨大な器械が発明され、また、

その大型の器械の周辺で、歩 き、かがみ、

移動す る身体運動が繰 り返 されてきたこ

とに、私は単純 に感心する。

　 この過程が、のちに、アイロンかけに

代わったのである。現在の 「アイロンか

け」 という行為 を、 このような文脈にお

いて見直 してみ よう。

「洗 い立 ての洗濯物 の肌触 り」 に、私

はいまで もこだわ りたい と思 ってい る

が、そのような洗濯のあ り方が許されな

い状況 において、 ヨーロッパのアイロン

文化 とで もい うべ きものが発達 した、と

考 えることができる。

　そこでは、手間がかかることに、 じつ

は意味がある。かんたんにできて しまっ

ては、その意味が減 って しまうような、

家事のひとつの姿があ らわれて くる。

　 こんなふ うにアイロンかけの背景に、

その繊維 をつ く り、使い こな して きた

人々の生活 に思いを馳せ るのも素敵なこ

とだ と思 う。
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